
背景
Text-to-Speech (TTS) で声質の制御を行う既存の手法は、音声参照や
テキストキャプションによる制御が主流
一方で、キャラクターのイメージが既に定まっている場合は見た目と声の
雰囲気を合わせるのが困難

目的
キャラクターの画像を入力し、 そのキャラクターのイメージに沿う声で
TTS を行う手法 Character Voice Control (CVC) を提案する。

図1: 全体の処理の流れ

提案手法: Character Voice Control (CVC)
事前学習済み TTS モデルとして
Irodori-TTS[1] を採用した。参照画
像を追加条件として入力するため、提
案手法では新たに事前学習済み画像
エンコーダーと MLP を導入した。
学習・推論時はこれらのモジュールに
キャラクター画像を入力する。 実験で
は、追加した MLP 層のみを学習対
象とし、他のモジュールはすべて凍結
した。 画像エンコーダーは二種類検
討した。

CVC-Tagger: wd-tagger-v3-
vit[2]
CVC-SigLIP: SigLIP-v2-B/16-
512[3]

図2: 提案手法のアーキテクチャ

図3 は DiT ブロック内で行われる Joint Attention 処理を示している。 参照
音声特徴を Key, Value に変換する事前学習済みの重みを再利用して、参照
画像特徴を Key, Value に変換する。これらの Key, Value は音声潜在変数
やテキスト特徴の Key, Value と concat された後、Self Attention によって
in-context で条件付けされる。

図3: Rectified Diffusion Transformer ブロック内の
Joint Attention 処理

データセット
学習には、キャラクター画像・音声・書き起こしテキストの三つ組ペアデータ
セットが必要となる。 本実験では、インターネット上から独自に収集してデー
タセットを構築した。 まず、14,000 件の画像-音声ペアを収集した。 それら
のうち、手作業や VAD によって、画像から音声が想像しづらいものや人の声
でないものを除外した。 その後、Whisper Large v3 [4] を用いて音声を書
き起こした。後処理後、書き起こしが１文字以上残ったものを選定し、最終的
に 6,768 ペアが選定された。

図4: データセットフィルタリングの流れ

実験・結果
学習は、CVC-Tagger、CVC-SigLIP ともに、1 台の NVIDIA RTX 4070 Ti
Super を用いて約 5 時間かけて行われた。
評価では、5 段階 Mean Opinion Score (MOS) で自然性と親和性を評価し
た。 音声の自然性を客観的に評価するためのシステム UTMOSv2 を用いた
自然性 MOS では、提案手法はベースラインと同程度の評価となった(表1)。
人手によるキャラクター画像と生成音声の親和性 MOS では、提案手法がベ
ースラインを上回った(表2)。

表1: UTMOSv2 自然性 MOS 表2: 人手による画像-音声親和性 MOS

マルチモーダル LLM (MLLM) を用いた評価も検討した。 図5 は人手と
MLLM (Gemini 3.1 Pro, Gemini 3.1 Flash, Qwen3 Omni Thinking) によ
る親和性 MOS の散布図を示している。 Gemini 3.1 Pro は比較的人間の評
価と相関係数が高い(r = 0.628)が、人間の評価者を代替できるとは言えない
結果となった。

図5: 人手と MLLM による親和性 MOS の散布図

結論
事前学習済みの TTS モデルと画像エンコーダーを用いた、キャラクター画像
を参照することで「キャラクターらしい声」で TTS を行う手法を提案し、人手
による親和性 MOS ではベースラインよりも高い評価となった。 MLLM を用
いた評価は人間を代替するには至らず、今後の課題として画像-音声間の親和
性評価指標が求められる。
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